
船舶事故等調査報告書 

                                    平成２４年２月２３日 

                             運輸安全委員会（海事専門部会）議決 

事故等番号 ２０１１門第１２８号 

事故等種類 乗揚 

発生日時 平成２３年９月１０日（土） １２時３０分ごろ 

発生場所 
 

福岡県宗像市鐘崎
かねざき

漁港北西方沖 

 鐘崎港西防波堤灯台から真方位３０８°１,７００ｍ付近 

（概位 北緯３３°５３.５′ 東経１３０°３０.７′） 

事故等調査の経過  平成２３年９月１２日、本事故の調査を担当する主管調査官（門司事務

所）を指名した。 

 原因関係者から意見聴取を行った。 

事実情報 

 船種船名、総トン数 

 船舶番号、船舶所有者等 

 

プレジャーボート An
アン

 Jeon
ジョン

、２５トン 

 １４１４０７、個人所有 

 乗組員等に関する情報 船長、一級小型船舶操縦士 

 死傷者等 なし 

 損傷 船底擦過傷、プロペラ翼欠損及び曲損 

 事故等の経過  本船は、船長ほか同乗者４人が乗船し、鐘崎漁港北西方沖でビルジを排

出するために漂泊中、風浪に圧流され、平成２３年９月１０日１２時３０

分ごろ鐘崎漁港北西方沖の浅所に乗り揚げた。 

  船長は、本事故発生場所付近を初めて航行したが、ビルジを排出するた

めに漂泊する際、ＧＰＳプロッターを使用して浅所の状況を調査せず、ま

た、事前に海図などで水路状況の調査を行っていなかった。 

 本船は、自力で離礁し、巡視艇に伴走されて宗像市地
じの

島
しま

漁港に入港し

た。 

気象・海象  

 

気象：天気 晴れ、風 不詳、視界 良好 

海象：波 不詳、潮汐 下げ潮の中央期、潮高 約９０㎝ 

その他の事項 本事故の発生場所付近は、南北約５００ｍ東西約２００ｍにかけて干出

岩及び水深２ｍ以下の浅所が拡延している。 

本船の喫水は、船首尾とも約１.２ｍであった。 

分析 乗組員等の関与 

船体・機関等の関与 

気象・海象の関与 

判明した事項の解析 

あり 

なし 

不詳 

本船は、鐘崎漁港北西方沖でビルジを排出しよ

うとして漂泊中、風浪に圧流されたことから、鐘

崎漁港北西方沖の浅所に乗り揚げたものと考えら

れるが、船長から十分な情報を得ることができな

かったため、乗揚に至る状況を明らかにすること

はできなかった。 

原因 本事故は、本船が、鐘崎漁港北西方沖でビルジを排出しようとして漂泊

中、風浪に圧流されたため、鐘崎漁港北西方沖の浅所に乗り揚げたことに

より発生したものと考えられる。 



参考  今後の同種事故等の再発防止に役立つ事項として、次のことが考えられ

る。 

・初めての海域を航行する際は、事前に海図などで水路状況の調査を行

い、障害物及び水深などを把握しておくこと。 

・漂泊して作業を行う際は、浅所の存在等付近の水路状況を考慮するこ

と。 

・作業時間や風浪の状況によっては投錨すること。 

 




